
高度成長期における奈良市の水問題 

 

１．「家を建てても給水はできない」 

私が子供のころテレビで住宅団地が映し出され、「建物が完成しているが水道が引けていないので住

むことが出来ない」というニュースを見た記憶があります。 

「家を建てても給水はできない」という奈良市の方針は、右の新

聞記事(リンク先で拡大表示されます)に示すように、1967年(昭和42

年)5月10日の鍵田奈良市長の発言から始まっています。市長発言に

ある日本住宅公団（現 都市再生機構）が計画していた平城ニュー

タウンだけでなく、建設途中の民間事業者に対しても同様の措置を

執っています。 

鍵田市長発言の背景について、5月15日付の大和タイムズ(リンク

先で記事が表示されます)では次のように紹介しています。 

⚫ 現時点の人口175,000人、近年の人口増加率は毎年10%を越え、

昭和50年に30万都市になると予想していたのが、今では335,000

人、人口が２倍になると見込まれ、さらに市域で４万人規模の

平城ニュータウンが上乗せされるという人口の急増の問題。 

⚫ 昨年20日間にわたり一部地域で断水が生じ水道行政への非難を

あつめたことと、昭和44年以降の給水見通しがたっていないと

いう水道の問題。 

1966年の断水は西部の住宅団地、旧市街地高台などで約8,000戸に

及ぶ大規模なもので、近隣市町からだけでなく自衛隊も給水出動するなど大変だったことから、記事

では市長が「見通しがつくまで平城ニュータウンへの給水は引きうけられない」と語っていることが

肯定的に紹介されています。 

また10月18日付の大和タイムズ(リンク先で記事が表示されます)によれば、奈良市議会建設水道委

員会で水道局は保留にしている宅造業者からの給水申込が15,617戸に達していることを明らかにしま

した。 

 

２．自然流下導水事業の推進と木津川取水の安定化 

当時、奈良市水道では1961年度から第３次拡張計画として、木津川支川の白砂川、布目川を水源と

する自然流下導水事業（水道主要施設位置図参照）を進めていました。奈良市が1959年12月25日付で

白砂川、布目川の水利権申請を行っていましたが、許可を得たのは1965年2月1日でした。 

水利権取得に時間がかかったことから緑ヶ丘浄水場建設(1963年完成)を先行していました。水利権

取得後、導水路事業をスタートさせ、布目川、白砂川から緑ヶ丘浄水場までの自然流下導水路は1967

年6月に完成しています。また導水路の途中、沈殿池と原水取水量の調整のための須川ダムも同年9月

着工ということで、市長発言時にはこの自然流下導水事業の目途は立っていました。 

しかし1959年当時申請された水利権は木津川からのポンプアップ導水から自然流下導水への水利権

に切替えるものでした。須川ダムが完成し自然流下導水事業が完成した段階で木津川からの取水が出

来なくなる事態を想定し、「昭和44年以降の供給見通しが立っていない」という発言につながっていま

す。 

木津川での水利権は1968年3月失効しましたが、1969年10月暫定水利権が認められ、1970年6月暫定

水利権が継続され、1971年8月に再取得が実現しています。 

この間の水道に関する動きとして、1968年平城ニュータウンの建設受入、1969年9月に須川ダムの工

事が完成し湛水開始、11月に新たな水源として県営水道からの受水申込み、12月に給水制限の大幅解

除、1970年10月須川ダム竣工がありました。 

 

https://h2o.nara.nara.jp/file_library/591533374.pdf
https://www.mlit.go.jp/river/riyou/main/suiriken/seido/index.html


３．需要増に応える水資源開発 

戦後復興期から高度経済成長期にかけての大都市の住宅問題解消のため、1955年に日本住宅公団が

設立され、都市近郊のベットタウンとして奈良市を始め各地で大規模な住宅団地の建設を進めていま

した。また上水道や工業用水などの都市用水の不足も顕在化して、複数の都府県にまたがる広域での

水資源開発を行うため水資源開発公団(現水資源機構)が1962年発足し、初めに淀川水系と利根川水系

で水資源開発を開始しました。奈良市にとってタイミングが良かったのは、木津川の取水地点上流の

名張川流域で水資源開発公団が高山ダム、青蓮寺ダムを建設し、それぞれ1969年度、1970年度から管

理を開始したことです。両ダムからの既得用水への補給の中に奈良市の木津川からの取水分も含まれ

ていたのでしょう。 

「家を建てても給水はできない」という奈良市水道の方針は新居を求める都市住民にとって大きな

問題であったことから、関西のテレビや新聞で関心を持って大きく伝えられたのでしょう。これらに

呼応した国の政策の拡充による水資源開発公団の新設や専門技術者による大規模な水資源開発により

水問題は順次解決されていきました。 

奈良市水道は、その後、水資源開発公団が建設した布目ダム、比奈地ダムに利水者として参加し、

白砂川、布目川からの自然流下導水を主な取水源として、木津川からの取水そして県水道からの浄水

受水という３つの水源を使い人口急増の時代を乗り切りました。 

 

補足 

 布目ダム 公団が布目川で奈良市取水堰の上流に建設した多目的ダム。1967年から経済企画庁及び

奈良市による基本計画調査と、建設省が予備調査をすすめ、1971年公団事業として建設開始。1992年4

月より管理開始。水道用水として奈良市1.08ｍ3/ｓ、旧都祁村0.0463ｍ3/ｓ、山添村0.0097ｍ3/ｓ補給

します。 

 比奈地ダム 公団が名張川上流に建設した多目的ダム。1972年公団事業として建設開始、1999年4月

より管理開始。水道用水として名張市0.3ｍ3/ｓ、京都府0.6ｍ3/ｓ、奈良市0.6ｍ3/ｓ補給します。 
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下線表示部分はクリックで別ファイルが開きます。 

            

                             （文責 古川博一） 

 

  

https://www.water.go.jp/kansai/kizugawa/syourenji/outline/index.htm
https://www.water.go.jp/kansai/kizugawa/nunome.htm
https://www.water.go.jp/kansai/kizugawa/hinati.htm
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議会答弁 
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市長発言解説 

 
    元文 「家を建てても給水できない」 に戻る 


